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新新規規採採用用教教員員研研修修
宿宿泊泊研研修修特特別別号号

平平成成2277年年99月月2255日日発発行行

平成２７年７月２８日（火）～３１日（金）の３泊４日で札幌市

幼稚園新規採用教員研修宿泊研修を行いました。今年

度は認定こども園の保育教諭も対象となったため、１８０

名を超える過去最多の参加になりました。送り出して

いただいた各会員園の園長先生方に厚く御礼を申し上

げます。

研修の目的は保育実践だけに限らず、「社会人として」

「新人教諭として」の心構えや振る舞いの習得や、同

じ新人としての仕事の喜びや悩みの共有等、端々に学

びがあります。そして何よりも１５人程で構成された班

における“協働”が、他の研修では得られないもので

す。班長をはじめとして全員が係の役割を請け負い、

それぞれの個性を活かしながら１つの班を作り上げて

いきます。しかしながら、見ず知らずの出会ったばか

りの班員が４日間、四六時中を共にしますので、当然

ひずみも出てくるものです。厳しい規則の中で、常に

真剣な者もいれば、段々と気が緩んでくる者、またそ

れを注意する者もいれば班での話し合いを投げかける

者、なかなか言えずに悩む者…。これは、子どもの世

界、そして職場の世界の縮図でもあると言えます。十

人十色、個々がどういう思いでいるか、そして自分自

身も含めて集団の中で一人ひとりに何が欠けていて、

また活かすにはどうすべきか。結果として、班長の思

いに寄り添い一糸乱れぬ行動が出来た班、謙虚である

が故になかなか思いが纏まらない班、紆余曲折を乗り

越えて最後には団結した班等ありましたが、どの班に

いようと意味のある重要な経験値を得たはずです。組

織の中で個の大切さ、また個の力を集めて作る組織の

大切さを身を以て体験したことでしょう。

研修を終えて参加者全体に思う感想は、ある場面で

は物凄く真剣かつ楽しく取り組む姿がありました。例

えば、班ごとで保育に活かせる出し物をする“班発表”

では見事なほどに力を発揮し合う素晴らしいものでし

た。しかし違う場面においては、「まぁいいか」「自分

が良ければそれで良い」というような、他者には関心

を示さない特徴が見られました。それが、講義におい

ては直前でも未だ始められる状態になっていない姿や、

生活面では日に日にあからさまに携帯電話を操作する

姿などに表れていました。最終日に、「幼稚園教諭の社

会的地位を底上げするためには、保育や仕事中に限ら

ず、日々の人間性でも評価されなければならない」と、

常々幼稚園教諭・保育教諭に誇りを感じながら、社会

的にも模範となれるように、エールを送りました。

最後に、各園園長先生をはじめとした全ての教職員

の皆様のたくさんのご理解とご協力を賜り、大きな事

故や怪我もなく無事に終える事ができたこと本当に感

謝しております。本人たちにとってどのような研修会

になったのか追跡調査はしておりませんが参加された

先生たちが自園でご活躍されますことを心より願って

おります。

「宿泊研修」研修内容

第１日目（７月２８日）
入館式・係活動→昼食→係会→�教師の心構え→�先輩
の先生から→係会→野外炊飯（カレーライス）

第２日目（７月２９日）
�応対のマナー・コミュニケーションスキル→昼食→
�身体表現→�身体を動かす遊び→自主研修→夕飯→自
主研修→係会

第３日目（７月３０日）
�幼児期の自然体験→	自然観察（ハイキング等）→昼
食→	自然観察（ハイキング等）→野外炊飯（ジンギス
カン）→班交流

第４日目（７月３１日）

幼児の健康と安全→昼食→研修の振り返り→閉講式

新規採用教員研修宿泊研修を終えて
札私幼研究委員 大 谷 壮 史
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宿泊研修に潜入！ ～１年目の先生たちはこんな学びをしています～

☆青少年山の家に１泊し、取材をしてきました

翌日に行われる班交流
のための練習や話し合
いを行っています。

班長、研修係、準備係、
班交流係、清掃係があ
り、係ごとに毎日打ち
合わせをします。

受講者の体調や各班の
様子等、きめ細やかに
報告し合い翌日の研修
に備えています。

講師の先生が用意して
くださった笹を使って
笹船を作りました。

研修３日目、チー
ムワークもバッチ
リです！

２３：００ 就寝
運営スタッフ打ち合わせ７月２９日（２日目） ２０：００ 係会

１９：００ 自主研修

２０：３０ 入浴

班発表を翌日に控え、どの班も練習や話し合いに取り組んでいました。準備期間が短いですが、さすが幼稚園の先生たち！
要領よく、役割分担をしながら進める班が多かったようです。寝食を共にする中で、班のメンバー同士も仲良くなってき
ていました。運営スタッフの先生方は、この研修がスムーズに進行出来るように様々な配慮をしつつ、講義の企画のみな
らず講師も引き受けてくださっています。

７月３０日（３日目）

７：３０ 朝の集い ９：００ 講義「幼児期の自然体験」

７：４５ 朝食・清掃

１０：３０「生活を豊かにする自然との関わり」
Ａグループ ハイキングコースを歩きながら自然観察
Ｂグループ 自然を生かした遊び

１３：３０
Ａグループ 自然を生かした遊び
Ｂグループ ハイキングコースを歩きながら自然観察

昼食

３日目の講義は、自然に関するプログラムです。１２班を２つのグループに分けて行っていました。ハイキングコースの散
策では、班ごとにボランティアの方々のお話を伺いながら５㎞の距離を歩き、先生方自身が“自然”に興味を持てる内容
でした。自然を生かした遊びでは、イタドリの笛や葉っぱのスタンプ、ネイチャーゲーム等を行い、楽しみながら学ぶこ
とが出来たようです。

１６：００ 実習・夕飯「ジンギスカン」 １８：３０ 班発表

１日目から準備を進めてきた班発表。昔話をアレンジした劇や遊戯、ラインダンスなど、どの班も工夫を凝らした内容で
した。この取り組みがあるからこそ、班の中の仲間意識もより強くなるのではないかと感じました。
最後に、なかのしま幼稚園 園長芝木捷子先生より講評をして頂きました。
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新規採用教員研修宿泊研修に関するアンケート結果
今年度の新規採用教員研修宿泊研修への参加対象者がいる幼稚園（９７園）の園長先生にアンケートを実施し、新
規採用研修に対する率直な思いやお考えを回答していただきましたので、ここに集約し、掲載させていただきます。

＜研修に参加する先生に期待すること、学んでほしい
ことは何ですか？＞
○期待すること
・自園で生かせる実践力や、自ら学ぶ姿勢を身につ
けること
・仕事への誇りをもつこと（自覚、責任、やりがい）
・頑張っている仲間の存在を通して自分の課題に気
づき、前向きに取り組んでほしい

○学んでほしいこと
・社会人としての心構え
・仕事の意義（姿勢）
・保育に対する様々な視点

＜研修を終えて、園で活かしてほしいことは何ですか？＞
・一社会人として、挨拶・言葉遣い・人間関係など
を意識して生活してほしい。
・失敗を恐れず、自信をもって全力で目の前の子ど
も達と向き合い、のびのびと日々の保育に取り組
んでほしい。
・自然散策に触れて得た体験を、積極的に保育に生
かしてほしい。
・研修で学んだことをしっかり実践してもらいたい。

＜その他、ご自由にお書きください＞
・年齢に関わらず、大切なのは「人柄」だと思う。
温かな保育ができる「心」をもった先生が増える
ような研修内容をお願いしたい。

・グループ討議を盛り込んで、意見の出し方やまと
め方などを経験してほしい。
・言葉遣いなど、社会人としての礼儀を教えていた
だけたらと思う。
・教師の心構えの一つとして、SNSの利用について学
生時代とは違うということを自覚できる内容を研
修に入れてほしい。
・園の代表として参加しているという意識を、園長
先生がしっかりと伝えることが大切だと思う。
・友達と会って互いの苦労を報告する中で、「辛いの
は自分だけではない！」と思え、心が少し強くな
るようです。とても良い機会だと思う。
・以前スタッフとして参加したことがあるが、この
新採研が続いているのは、支え、一緒に参加し、
ご指導くださる先生達のおかげと感謝しています。
・時期的なことについて…夏休みが始まって１学期
の反省やまとめなどを園全体で行っている途中で
送り出すことになるので、２日程遅らせて３０日開
始にしてもらえないか。

以上、ご意見・ご感想を要約させていただきました。
あらためて、各園長先生方は実践に活かせる様々な分
野の知識と、教師としての心の在り方など一社会人と
してしっかり歩んで欲しいという願いがうかがえる記
述内容となりました。
最後に、各園の園長先生方には大変お忙しい中、本
アンケートにご協力いただき感謝申し上げます。

公立 私立（人）

中央区 ２３人

北 区 ４１人

東 区 ２２人

白石区 １８人

厚別区 ２４人

豊平区 ２２人

清田区 １６人

南 区 １４人

西 区 １９人

手稲区 １４人

小 計 ２１３人

合 計 ２１３人

公立 私立（園）

中央区 １２園

北 区 １９園

東 区 １０園

白石区 ７園

厚別区 １０園

豊平区 ９園

清田区 ７園

南 区 １０園

西 区 ８園

手稲区 ５園

小 計 ９７園

合 計 ９７園

対象人数 参加人数
中央区 ２３ ２１ ９１％
北 区 ４１ ３１ ７６％
東 区 ２２ ２２ １００％
白石区 １８ １７ ９４％
厚別区 ２４ ２０ ８３％
豊平区 ２２ ２０ ９１％
清田区 １６ ８ ５０％
南 区 １４ １３ ９３％
西 区 １９ １１ ５８％
手稲区 １４ １４ １００％
総 計 ２１３ １７７ ８３％

対象園 参加園
中央区 １２ １１ ９２％
北 区 １９ １６ ８４％
東 区 １０ １０ １００％
白石区 ７ ７ １００％
厚別区 １０ ９ ９０％
豊平区 ９ ９ １００％
清田区 ７ ４ ５７％
南 区 １０ ９ ９０％
西 区 ８ ６ ７５％
手稲区 ５ ５ １００％
総 計 ９７ ８６ ８９％

平成２７年度 札幌市幼稚園新規採用教員研修
対象者数及び対象園数

新規採用教員研修の内容は、文部科学省が示す「幼稚園等新規採
用教員研修」のモデルに基づいて、計画されています。そのモデル
においては、園外研修１０日間、そのうち宿泊研修を４泊５日程度行
うことが望ましいとされています。札幌は、２年目の研修も大切と
考え、園外研修１０日間を、１年目に８日間（宿泊研修４日間、保育
参観研修１日間、理論実践研修３日間）、２年目に２日間としていま
す。新規採用教員研修の参加は絶対的な義務ではありませんが、新
任教員の園外研修（１０日間）の機会を、宿泊研修も含めて各園独自
の取り組みで保障するのは難しいと思われることから、可能な限り
多くの新任教員が参加できるよう、各園の設置者園長先生の皆様方
にはご配慮いただきたいと考えております。
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２年目も頑張っています！～２年次研修～
８月１０日（月）１３：３０～１６：４５に、ちえりあ６階講堂に於

いて、幼稚園新規採用研修・理論実践研修３（２年次）

が行われました。この研修は、新規採用教員研修の園

外研修１０日間のうち２年次に行うもので、２日間の日

程が予定されています。両日とも夏・冬の長期休業中

に設定され参加しやすい日程となっており、この日は、

２日間のうちの１日目となっておりました。参加者は、

１２３名でした。

北海道造形連盟顧問の今 裕子先生を講師にお迎え

し「いろいろな素材を使った造形遊び〈講義・実習〉」

という研修内容でした。研修の様子は、それぞれの園

で１年間を乗り越えてきた２年目の先生方らしい余裕

が感じられ、終始落ち着いた雰囲気の中で進んでおり

ました。内容についても、日々の保育に直結する実践

的なものだったため、それぞれが自分の保育や経験に

照らし合わせながら、頷いたり熱心にメモを取るなど、

真剣に受講する先生方の姿が多々見られました。

また、研修開始前には、受付を済ませた先生同士が、

再会を喜び合う姿や、早々に近況を伝え合う姿があり、

２年目の先生方らしい若さや元気さも見られていまし

た。そんな様子から、昨年度新採用教員研修として、

宿泊研修を始め様々な研修を通して共に学び合ってき

た仲間としての一体感や連帯感なども感じられ、２年

次の研修のもう一つの意義を感じることができました。

「それぞれの園で共に頑張っている仲間がいる」とい

うことを改めて実感することで、２年目として奮闘す

る先生方の大きな励みや今後の意欲に繋がってほしい

と感じた研修でした。

新規採用教員研修宿泊研修特別号を発行するようになっ

て今年で３年目になります。この号では、新たな角度とし

て送りだす園長先生のご意見を掲載させて頂きました。同

じく初の試みとしましては２年次研修の様子を取材し、２

年に渡って学びがつながっている事を実感しました。

また、今年は１泊ではありますが私もこの研修に参加さ

せていただき、参加されている新人の先生方の学びがどの

様なものかはもちろんの事、改めて運営スタッフの先生方

のきめ細かい配慮やご苦労、幼稚園教諭の人材育成に掛け

る熱い思いを感じる事ができました。この号を皆様に読ん

で頂くことにより、少しでも新採研の雰囲気や先生方の頑

張りが伝われば良いなと思います。

最後になりましたが、この号を発行するに当たり寄稿し

て頂いた先生方、アンケートにご協力頂きました園長先生

方にこの場をお借りしまして感謝申し上げます。

（広報委員長 太田真理）

平成２７年度 札幌市幼稚園新規採用
教員研修運営スタッフ

出葉 充（札幌市幼児教育センター担当課長）

上田 繁成（札幌市幼児教育センター指導主事）

松井 泰子（札幌市幼児教育センター指導主事）

丸谷 雄輔（札私幼研究委員会担当副会長・札幌ゆたか幼）

塚本 憲昌（札私幼研究委員長・平ケ岡幼、あさひ幼）

芝木 孝満（札私幼研究副委員長・なかのしま幼）

宿谷 英樹（札私幼研究委員・しろいし幼）

大谷 壮史（札私幼研究委員・あいの里大藤幼）

中里 泰子（札私幼研究委員・大谷第二幼）

横山 揚子（札私幼研究委員・ひばりが丘明星幼）

花香美千留（札私幼研究委員・あゆみ第２幼）

再生紙を使用しています。


